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第１８回「つきなみ旅」を開催 

～ 海津
か い づ

御田植
おんたうえ

祭
さい

・早乙女の歌と季節の植物にふれる体験～ 

 

高田町海津に鎮座する筑後乃国阿蘇神社は、朝鮮の役に出兵した柳川藩家老・小野和

泉守の命により社殿と神田が寄進され、元和８年（１６２２年）に現在の地へ分霊、新築され

ました。この時から、「御田植祭」が始まったとされ、神社の境内では、初春からの耕地、種

まき、苗作り、早乙女による田植え、秋の収穫を喜ぶ様子までが神事として表現されます。 

海津御田植祭は、神主をはじめ、田打男や早乙女などの役が参加し披露する、この地に

伝わる独自の掛け合いの歌や田植歌が大きな見どころで、市の無形民俗文化財に指定さ

れています。今回の体験を通して、いち早く春の訪れを感じてみませんか？ 
 

 

■期 日    令和８年３月 1日（日） プログラム開始１３：15～  

■定 員    １０名 

■参加費    ２，５００円 

■場 所    筑後乃国阿蘇神社 

■内 容    鐘や太鼓を打ち鳴らしながら座元から神社まで進む行列を観覧後、

御田植祭についての説明を聞きます。その後、田の神を迎える巫女

的存在である早乙女に扮した子どもたちや氏子の田植え歌（奉納神

事）を見学。その後、「雑木の庭武蔵野」で、春に芽吹く植物について

話を聞きながら、自然に囲まれた空間でお茶をいただきます。 

■主 催 筑後乃国阿蘇神社 

■問い合わせ・申し込み    

   みやまブランディング推進委員会（TEL：64-1523 商工観光課内） 

    

 

   ※「つきなみ」とは元来、月々おこなわれる「嘗（なめ）＝収穫を祝いながら自然の

神々との供食・食事会」のことであり、旧暦の時代に大切にされていた月のリズム

（月波）を意味しています。 

商工観光課 商工観光係 

担当  中島 
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